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★第１ 卓　話　

★第２ 職場訪問例会

★第３ 卓　話

★ 10/7　休会

　
■点鐘
■四つのテスト唱和
■ロータリーソング
　　　　「それでこそロータリー」
■インターアクトの歌
■ご来訪者紹介並びに会長挨拶
■幹事報告
■今週のお祝い
■委員会報告
■親睦活動委員会・ニコニコ披露
■卓　話　
■点鐘

〔結婚祝〕武藤雅弘さん　吉田節哉さん　北口功幸さん　松尾悦次さん
　　馬場政徳さん　榎本延光さん　山田恭裕さん　田中克憲さん
　　吉田良尚さん　石橋　均さん　水本由幸さん
〔誕生祝〕宮脇雅俊さん　吉原殖男さん　水本由幸さん
(入会祝)荒木正雄さん　島田靖彦さん　高橋市郎さん　渡邊修志さん
柳　信良さん　吉原殖男さん　田中克憲さん　森　信興さん　石橋　均さん

2008～ 2009年度ＲＩテーマ

　         第 1147回 例会記録　平成20年10月21日

2 0 0 8 ～ 2 0 0 9 年度  ＮＯ 13

Nagasaki  West  Rotary   Club
長崎西ロータリークラブ週報

　　10月度スケジュール
1.真実かどうか

2.みんなに公平か

3.好意と友情を深めるか

4.みんなのためになるかどうか

四つのテスト

本日のプログラム10月の結婚・誕生・入会祝い

ご来訪ロータリアンの紹介　

 

＄＄ロータリーレート(10/1より)＄＄　　1ドル　106円
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　　　　　　　　　　　今日は職場訪問という事で木庭会員の丸金佐藤造船鉄工所に来ております。　

　　　　　　　　　 　　　ネットで検索したところに由りますと、昭和6年7月 3日三菱造船所の所内

工事請負業、佐藤組として創業されています。昭和18年に株式会社丸金佐藤造船鉄工所に改称され、以来主

に三菱造重工の製缶、ボイラー機器の製作をやっておられます。詳しい仕事の内容や工場の概要について

は後ほど説明があると思いますのでお聞き下さい。木庭社長の挨拶の中で「夢は目指せ小さな世界企業」

「いろんな夢を持った、楽しい人達が集まってくれたら良いな」そして「事業は人の心に生まれ、夢に

よって育まれ、周到な計画と不屈の実行によってなります。社員のそれぞれ持つ個性と主張がその夢を

多様化し、大きく楽しくしてくれます。規模は小さくても独自の分野で世界一になりたいと思います」

と言っておられます。木庭社長の寛容さと厳しさを感じます。

　先日、田中嘉行さんの勤務先、西日本菱重興産㈱の購買部長で重工出身の伊藤さんにお会いして、今日の事を

お話しましたら「自分は重工時代それらの担当でした。丸金さんは三菱重工と共に世界一のボイラーを作ってお

られますから是非見学して下さい」と仰っておられました。今日はよろしくお願いします。

　さて、今日の歴史ですが、今日10月 21日は「あかりの日」だそうです。1879年トーマス・エジソンが

日本産の竹の繊維を使ったフィラメントを用いた白熱電球を完成させ、アメリカ・ニュージャージー州

で初めて一般に公開した事に因んで制定されています。又、今日は早稲田大学の創立記念日です。1882年

大隈重信が早稲田大学の前身である東京専門学校を創立した日です。出来事としては1943年のこの日、

明治神宮外苑競技場にて出陣学徒壮行会が挙行され、その翌年のこの日には早くも神風特別攻撃隊第一陣が

出撃する事となりました。1968年には国際反戦デーで学生がデモをし、国鉄新宿駅を占拠したことで警察と

衝突、騒乱罪で734人が検挙される事件が起きています。2001年には長崎オランダ村が開村しました。著

名人の誕生では1684年第8代将軍徳川吉宗が生まれ、少し色っぽいですが1939年には五月みどりが生まれ、

身近なところでは長崎出身の漫画家蛭子能収が生まれています。以上「今日の歴史」でした。終わります。

長崎中央ＲＣ　　本田文昭さん

職場訪問例会 於：㈱丸金佐藤造船鉄工所

今年度の職場訪問例会は、木庭吉昭会員の

㈱丸金佐藤造船鉄工所に於いて開催致しました。

例会終了後は3班に分かれ構内を見学、世界一

のボイラーが出来るまでの工程を説明して頂き、

興味深い職場訪問例会となりました。

木庭会員には大変お世話になりました。
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　　幹　事　　榎本　延光
創立：昭和 59 年 10 月 2 日 1984/OCT2

例会：【 火 】午後１２時３０分
ホテルニュー長崎 095-826-8000
事務局：長崎市籠町4-28新観光開発ビル

Tel:095-828-1091 Fax:095-824-5520
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　　　　　　市内ロータリークラブ例会曜日・例会場

月　長崎北　ホテルニュー長崎　　 長崎中央 　ベストウェスタン　
　　　　　　　 　　　　　　　　プレミアホテル長崎
火　東長崎　長崎卸センター
水　長崎南　ホテルグラバーヒル 長崎北東 　長崎厚生年金会館
木　長崎　　ホテルニュー長崎 長崎琴海 　パサージュ琴海
金　長崎東　サンプリエール　 長崎出島 　ホテルニュー長崎

発　刊　長崎西ロータリークラブ　　発刊日　毎週火曜日（翌例会日）
構　成 クラブ奉仕　クラブ会報委員会
委　員 松尾悦次　　増崎進一　　吉原殖男　　吉田良尚
編　集 中田久美子（事務局）

　2008-09年度目標　1,800,000円　10/21現在　ニコニコ累計518,000円　

ニコニコボックス

木庭吉昭さん 皆様、よくいらっしゃいました。
安永勝信さん 今日は木庭社長、職場訪問のお世話ありがとうございます。先々日の日曜日は、宮脇茂職業奉仕

理事と地区セミナーに参加し、勉強してきました。職場訪問で職業に対する意識を高めましょう。

栗原博志さん 丸金佐藤造船様での職場訪問例会、木庭社長、お世話になります。
牧　文春さん 木庭さん、お世話になります。
宮脇　茂さん 10/19(日)佐世保玉屋において開催された職場奉仕研修セミナーに安永会長と共に出席しました。

内容は来週の例会で報告させて頂きます。本日職場訪問例会では、木庭会員に大変お世話になります。
三田光雄さん 木庭さん、本日はお世話になります。お忙しいところ、有難うございます。
山口圭一さん 丸金佐藤造船　木庭社長、本日はお世話になります。現場を見るとワクワクします。

寺坂基幸さん 木庭さん、本日はありがとうございます。
川瀬隆史さん 今日は、ありがとうございます。また、「くんちの夕べ」中継も無事終了しました。
増崎進一さん 木庭会員、本日はお世話になります。

ゴルフ同好会第 2 回コンペ開催
10/19(日)　長崎パークＣＣにおいて、 第2回例会が開催

されました。 参加者12 名で結果は下記の通り。

　OUT  IN   GR     HD     NET

優　勝　劉　　済昌  46　47　93　20.4　72.6

２　位　川口　輝彦　44　48　92　18.0　74.0

３　位　近森栄太郎　47　46　93　18.0　75.0

なお、 このフォーラムに先立つ東京ＲＣの例会では、 姫さんが 『米山奨学会と私の人生』 と題し、 卓話を行いました。
北京大学在学中に民主化運動に関わったことで、 進学や就職の一切の道を閉ざされ、 失意の底にあった姫さんは、 よう
やくパスポートの取得が認められると、 日本に留学。 夢を失っていた自分に、 再び夢と希望を見いだせるようにしてくれ
たのは、 米山記念奨学金と世話クラブのロータリアンからのサポートであったといいます。 「今、 ひとかどの人間となって
ここにいる自分は、 皆さんの “成果” です」 と力強く結び、 ロータリアンの感動を呼びました。

10月は 「米山月間｣　米山奨学生が得たもの、 生かしたもの― 東京ＲＣでフォーラム開催 ―

10 月の 「米山月間」 は、 米山記念奨学事業について理解を深めるためのさまざまなプログラムが各クラブで催されてい
ます。 当事業の前身である 「米山基金」 を始めた東京ＲＣでは今年、 黒川光博会長による 「先頭に立って米山記念奨
学事業を支援しよう」 という方針のもと、 今月 1 日、 3 人の米山学友をパネリストとするクラブ ・ フォーラムを開催。
“奨学生が得たもの生かしたもの”をテーマに各学友が語った後、会場との質疑応答などが約90分にわたって行われました。
終了後、 参加会員からは、 「奨学事業を再認識できて大変良かった」 との声が寄せられました。

姫　軍さん （中国） ： 北京で弁護士として活躍 （世話クラブ ： 東京臨海 RC）

「米山奨学金の特色は、 お金だけではない “心のつながり” であり、 人を育てるプログラムであること。 夢をもって働く
ことの大切さは、 ロータリーから学んだ。 だから私も、 働くみんなが夢を実現できる事務所をつくりたいと、 北京で開業
した。 これまで成し遂げてきたことは、 “姫だからできた” のではなく、 東京臨海ＲＣの皆さんがそこまで私を育ててくれた」

鄭　企娟さん （韓国） ： WFWP 女子留学生日本語弁論大会で準優勝 （世話クラブ ： 浦和東 RC）

「奨学生の時に病に倒れ、 再生不良性貧血と診断された。 一時は余命宣告も受けたが、 生きる意味を求めて、 日本での
勉学を続けることにした。 この間、 ロータリアンをはじめ、 多くの方々に支えていただいた。 これからは人のために生きたい
と思う。大学の教育者になることを目指して博士課程で勉強中だが、いつかは発展途上国の子どもたちの教育に携わりたい」

アブディン， モハメド・オマルさん （スーダン）：母国の視覚障害者を支援 （世話クラブ：東京国立白うめRC）

「世話クラブでは、 仕事で忙しいロータリアンが、 時間とお金と労力を使って奉仕を実践する姿に感動した。 私も負け
られないと奮起して、 今年3月、 スーダンの視覚障害者を支援するＮＰＯ法人を立ち上げた。 学生である私に直接の
恩返しはできないが、 教育環境が整っていない母国の視覚障害者のために何かをすることが、 皆さんの期待でもあり、
私の責務だと思っている」

次回忘年コンペ並びに忘年会　
12/13(土)　滑石Ｇ・　京華園

★


